
東京ビッグサイト 西・南ホール、
青海展示棟A・Bホール

■主催 : 一般社団法人 日本ロボット工業会、 日刊工業新聞社

2019年
10:00
17:0012月18日 21日（水） （土）

会 期 会 場

ロボットがつなぐ人に優しい社会

出展のご案内出展のご案内



2

ロボットがつなぐ人に優しい社会
開催にあたり

国際ロボット展の特徴

国際ロボット展は、1974年に初開催し、以降 2年に一度の開催で、今回で 23回目を迎えます。前回（2017年）の
出展者数は 612社・団体、出展小間数は 2,775小間の過去最大規模となり、海外出展者は 14カ国、88社・団体
に増加しています。総来場者数は 13万人を超え、82カ国から約 1万人の海外来場者が訪れる “世界最大規模の
ロボット専門展” として注目を集めています。

世界最大級のロボットトレードショー

国内外の最新ロボット技術・製品の集結
「ロボット大国」と言われる日本と世界各国のロボットメーカーおよびロボット関連企業の最新技術・関連製品を
一堂に展示し、国内外の来場者との商談と技術交流を図ります。進化する知能化・情報化に対応する次世代の
ロボット・テクノロジーを世界に発信します。

ロボット関連業界の専門家による多彩なフォーラムや国際シンポジウムをはじめ、出展者による最新製品・技術を
紹介するセミナーを連日開催いたします。ロボット関連業界はもとより、電気・電子、自動車などの製造業や、介護・
医療、インフラ・建設、農林水産・食品、教育など多岐にわたる業界から関係者が多数来場しています。

ニーズに合わせた豊富な企画

現在ロボット技術は、AIや ICTの発達と共に、モノづくりの現場から
身近な生活まで活躍の場を広げています。
日本では、第四次産業革命を受けて Connected Industriesが打ち出され、
重点分野としてロボットが位置づけられています。さらにこれから、ロボット
技術による生産性向上や介護・医療、農業、インフラなどの分野での活躍が
ますます期待されます。

「2019国際ロボット展」は、「ロボットがつなぐ人に優しい社会」を
テーマに、人とロボットが共存・協働する社会を目指して
開催いたします。
会期中は、国内外より最新のロボットが展示されるほか、
AI、ICT、要素技術などロボットに関わる技術が一堂に
展示されます。
世界中のロボット関係者やユーザーが集う「2019国際ロボ
ット展」へのご出展を心よりお待ちしております。

一般社団法人日本ロボット工業会、日刊工業新聞社 © UDAGAWA YASUHITO 1998



●名　　称： 2019 国際ロボット展［INTERNATIONAL ROBOT EXHIBITION 2019（iREX2019）］
●開催趣旨：  国内外における産業用・サービス用ロボットおよび関連機器を一堂に集めて展示し、 

利用技術の向上と市場の開拓に貢献し、ロボットの市場創出と産業技術の振興に寄与する。
●テ ー マ：  「ロボットがつなぐ人に優しい社会」
●主　　催： 一般社団法人日本ロボット工業会、日刊工業新聞社
●後　　援： 経済産業省、 厚生労働省、 国土交通省、 総務省、文部科学省、日本商工会議所、
 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、日本貿易振興機構（JETRO）、
 日本放送協会（NHK） 〈順不同、申請予定、法人格略〉
●協　　賛： 計測自動制御学会、情報通信ネットワーク産業協会、製造科学技術センター、 
 全日本プラスチック製品工業連合会、テクノエイド協会、日本アミューズメントマシン協会、 
 日本機械工業連合会、日本金属プレス工業協会、日本クリーン環境推進機構、日本建設機械工業会、 
 日本建設機械施工協会、日本工作機械工業会、日本産業機械工業会、日本自動車工業会、 
 日本自動車部品工業会、日本食品機械工業会、日本鍛圧機械工業会、日本鉄鋼協会、 
 日本電気計測器工業会、日本電機工業会、日本電気制御機器工業会、日本塗装工業会、 
 日本半導体製造装置協会、日本福祉用具・生活支援用具協会、日本福祉用具供給協会、 
 日本物流システム機器協会、日本フルードパワー工業会、日本ベルト工業会、日本防錆技術協会、 
 日本包装機械工業会、日本溶接協会、日本ロボット学会、マイクロマシンセンター、 
 ロボット革命イニシアティブ協議会 〈五十音順、申請予定、法人格略〉

●会　　期： 2019年 12月18日（水）～ 21日（土）
●会　　場： 東京ビッグサイト　西ホール、南ホール、青海展示棟 A・Bホール
●開催時間： 10：00 ～ 17：00
●入 場 料： 1,000 円　※事前登録者および招待券持参者、中学生以下は無料
●同時開催：  「2019 部品供給装置展」（主催：日本部品供給装置工業会、 日刊工業新聞社）

●運営委員会
委員長 小笠原　浩 安川電機　代表取締役社長
委員 冨士原　寛 日本ロボット工業会　専務理事
委員 饒波　正紀 日刊工業新聞社 執行役員 業務局長

●実行委員会
委員長 大熊　敏也 川崎重工業
  ロボットビジネスセンター　理事
委員 村上　洋平 川崎重工業  
  ロボットビジネスセンター
  営業企画部 営業企画課　基幹職
委員 福田　尚幸 デンソーウェーブ
  ロボット事業部 営業部 企画室　室長
委員 服部　祐人 トヨタ自動車
  未来創生センター Z-フロンティア部 
  企画推進室 先進ロボットグループ主幹
委員 篠塚　一亮 ファナック
  ロボット事業本部　 
  ロボットグローバル推進本部　次長
委員 安岡　秀弘 不二越
  ロボット事業部　ロボット企画部　部長
委員 松本　敏宏 パナソニック
  生産技術本部　ロボティクス推進室　室長

開催概要

2019国際ロボット展　運営・実行組織	 （2018 年 12 月現在）
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委員 牧　　恭平 三菱電機（機器計画部）　 
  サーボロボットシステムグループ
委員 坂本　雅宏 安川電機
  ロボット事業部　事業企画部　 
  営業推進課　課長
委員 齊藤　直樹 ヤマハ発動機
  ロボティクス事業部 FA統括部　営業部
委員 辻　　直樹 ユーシン精機
  事業推進企画室　責任者
委員 矢内　重章 日本ロボット工業会
  事務局長 兼 総務部長
委員 清水　信好 日刊工業新聞社
  業務局 イベント事業部　担当局長
事務局 坂本　啓司 日本ロボット工業会　業務部
事務局 林　　英雄 日刊工業新聞社　 
  業務局 イベント事業部　部長
事務局 松井　里奈 日刊工業新聞社 
  業務局 イベント事業部　副部長

（敬称略・順不同） 



● 樹脂成形　● プレス　● 溶接（アーク・スポット・レーザなど）　 
● 塗装　● 機械加工 (ロード・アンロード・切断・研磨・バリ取り )　 
● 組立　● 電子部品実装　● 入出荷　● マテリアルハンドリング・搬送 
● ピッキング・整列・包装　● クリーンルーム　● 食品・化粧品・医薬品 
● 測定・検査・試験・認証　● 研究・開発・実証

ロボット生産システム
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出展
対象
出展
対象

産業用ロボット (IR)

ロボットシミュレーション
●  シミュレーションシステム、シミュレーションソフト、アプリケーシ
ョンソフト、ロボット教示システム、 
各種デジタル生産システム関連機器、CAD、CAM

ビジョンシステム
●  画像処理機器、照明器・光源、VR・AR、CCDカメラ、 
マイクロカメラ、レンズ、画像認識装置、計測・解析システム、 
画像処理ソフト、センサ、マシンビジョン

ロボットシミュレーション
&ビジョンシステム（IRV）

要素技術・関連機器

● 開発・設計　● 工場向け　● 物流・小売向け　● サービス業向け
● その他

ロボット SIer
（ロボットシステムインテグレータ）

人工知能（AI）
● ビッグデータ　● クラウド　● 機械学習・ディープラーニング
● コントローラ　● 制御コンピュータ　● OS、ミドルウェア
● ソフトウェア　● FA機器

振動・センサ・制御系
● モータ　● ジョイント　● 油空圧機器　● アクチュエータ
● ロボットアーム、ハンド　● 電気機器　●  搬送機器
● エンドエフェクタ　● 変減速機、減速機　● 計測機器　● センサ 
● 認識技術（画像・音声・接触など）

構成要素
● 歯車、ねじ　● ケーブル　● コンポーネント　● 治具



5

介護・福祉・医療
●  移動支援・移乗介助、入浴支援・排泄支援、リハビリ支援、見守り、 
手術支援、手術シミュレーション、コミュニケーション

農林水産・食品
●  作業支援（アシスト）、自動収穫、除草、品質管理、食品（包装、梱包）

インフラ・災害対応・建設
●  検査・補修、探索、各種作業用（原子力、電力、ガス、宇宙、海洋等）
土木・建設、研究開発、無人航空機・ドローン

生活
●  警備・受付・案内・接客、調理支援、清掃、コミュニケーション、 
エンターテインメント、物流・流通、自動運転、 
無人航空機・ドローン

人材育成・教育
●  教育・教材（プログラミングなど）、汎用プラットフォーム、出版

サービスロボット

要素技術・関連機器
人工知能（AI）
● ビッグデータ　● クラウド　● 機械学習・ディープラーニング 
● コントローラ　● 制御コンピュータ　● OS、ミドルウェア　
● ソフトウェア　● FA機器

振動・センサ・制御系
● シミュレーションソフト　● モータ　● ケーブルコネクタ　
● 各種サービスロボット要素技術　● センサ　
● 認識技術（画像・音声・接触など）

次世代 UI（ユーザーインターフェース）
● VR・AR　● ウェアラブル

サービスロボット (SR)



● 国内のロボットの専門家
が一堂に会する特別講
演・シンポジウム、各種
製品・技術セミナーを
連日開催します。

●国内外の多くのメディアにより 
「2017国際ロボット展」が報道されました。

併催企画

前回（2017年）の主な併催事業
・「iREXロボットフォーラム 2017」
・「NEDO ロボット・AIフォーラム 2017」
・「RRI国際シンポジウム」
・「ユニバーサル未来社会推進フォーラム」

前回（2017年）の主なTV番組
 国内メディア
NHK 「首都圏ネットワーク」「ニュース  シブ5時」
日本テレビ 「news every.」
テレビ朝日 「グッド！モーニング」
TBS 「Nスタ」「ゴゴスマ」
テレビ東京 「ワールドビジネスサテライト」 
 「ゆうがたサテライト」
フジテレビ 「めざましテレビ」「FNNスピーク」　ほか

 海外メディア
中国中央電視台 ソウル放送（SBS） Mediacorp　ほか

●総合産業紙「日刊工業新聞」で本展を告知、来場動員
を図ります。出展者の紹介、特集記事などを通じて、 
エンドユーザーの確実な来場につなげます。
●その他、専門紙などでも告知を行います。

国内外に向けて様々なプロモーションを行い、新たなビジネスに直結するユーザーの来場誘致を図ります。

新　聞 招待券

●国際ロボット展公式Webサイトに出展者名と主な
出展物を掲載します。
●日刊工業新聞社のWebサイト（月間ページビュー数
約 800万）で事前来場誘致をはじめ、展示会やロボット
の関連情報を紹介します。
　https://www.nikkan.co.jp
●日刊工業新聞の電子メディア「ニュースイッチ」から、
「ロボット」の旬なテーマを発信します。

Web／電子メディア

●日刊工業新聞社の展示会、セミナー・フォーラム受講者
などを基に構築したデータベースを使用し、約 20万件
に DM・Eメールなどで来場案内を行います。

DM・Eメール

●本展に関する情報を掲載したニュースリリースを、
国内外 500社の報道機関に発信します。また、プレス
発表会を開催して各種媒体に広く PRします。

ニュースリリース／プレス発表会

●国際ロボット展の招待券（約 90万部）を配布し、
幅広い業種からの来場動員を図ります。
●英語、中国語の招待券を作成し、大使館、各国のロボット
関連団体などを通じて海外来場者を誘致します。

広告・宣伝

●中国をはじめ、アジア、ヨーロッパなどで本展の PR
を行い、１万人を超える海外来場者の動員を図ります。
●海外関連団体、大使館の協力により、ロボットユーザー
を中心に国際ロボット展へ誘引します。
●海外展示会でロボット展の PRブースを設置し、来場
動員を行います。

　・中国国際ロボット展示会 ・中国国際工業博覧会
　・韓国ロボットワールド ・台湾国際ロボット展
　・ドイツ Automatica　ほか

海外プロモーション
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メディア報道実績



6月28日（金）

12月15日（日）～17日（火）

12月18日（水）～21日（土）

12月21日（土）～22日（日）

出展申込締切

出展者説明会
搬入搬出作業、装飾施工、防火・防災の管理、電気工事などに
ついての諸規定・諸注意を「出展マニュアル」をもとにご説明
します。

各種届出提出期限

搬入・装飾施工 ※小間数により、搬入日が異なります。

会期

12月21日閉館後～搬出・撤去

9月上旬

10月上旬

スケジュール

※一部のホールは、搬入が 12月16日（月）～17日（火）、搬出が12月 21日（土）即日撤去となります。

※2019年3月に「国際展示場正門」駅は「東京ビッグサイト」駅に名称変更予定です。

「2019国際ロボット展」は、2020年東京オリンピックの開催準備により、東京ビッグサイト東ホールが使用できない
ため、西ホール、南ホール（新設）、青海展示棟 A・Bホール（新設）を使用しての開催となります。
来場者がどちらのホールにもご来場いただけるよう、全会場をつなぐ巡回バスの運行や各会場への誘導企画を実施する
とともに、広報・PRを強化し、来場動員を行います。

会場について

青海展示棟

水上バス
東京ビッグサイト
水上バス

東京ビッグサイト
発着所発着所

約1.5km

りんかい線「東京テレポート」駅

りんかい線「国際展示場」駅

ゆりかもめ「青海」駅

ゆりかもめ「国際展示場正門」駅

ゆりかもめ「お台場海浜公園」駅

南ホール

西ホール
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● 出展料金
1小間（間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ 2.7m）
約 9㎡につき次の通りとします。（税別）

●出展申込方法
出展申込書（別添）に必要事項をご記入のうえ、事務局
へメール添付または郵送でお送りください。確認後、
申込書の写しをご担当者へ返送いたします。
※ 出展内容が本展趣旨にそぐわない場合は申込をお断りする
ことがあります。

※ 会場収容力や申込状況などを考慮し、出展小間数を調整させ
ていただく場合があります。

●申込期限
2019年 6月 28日（金）
※  予定小間数に達した場合、申込期限前でも締め切らせていた
だきます。

●出展料のお支払い
申込書の内容を確認後、請求書を送付いたしますので、
本展開催日 1ヶ月前の 2019年 11月 18日（月）
までに必ずお支払いください。

●出展契約の変更または取り消し
すでに申し込まれた小間に対する変更または取り消しは、
全て文書にてその理由を明記し、事務局の承認を得て
ください。

●申込書送付先
「2019国際ロボット展」事務局
日刊工業新聞社　イベント事業部
〒 103-8548 東京都中央区日本橋小網町 14-1
TEL：03-5644-7221
E-mail：irex@media.nikkan.co.jp

日本ロボット工業会会員

 　正会員 ……………………………… 300,000円
 　準会員（Sler協会会員） ………… 340,000円
 　賛助（法人）会員 ………………… 340,000円

自治体・公共機関…………………………… 340,000円
一般・海外…………………………………… 380,000円

申込書受理日～2019年 6月 28日（金）まで 出展料金の 50%

2019年6月29日（土）以降 出展料金の100%

※  出展を取り消された場合、下記の通りキャンセル
料を申し受けます。

出展申込要領
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※   消費税法改正に基づき、2019年 10月 1日より消費税率は 10%に引き上げられることとなりました。 
そのため、本展の出展料金は支払い日に関わらず、「2019国際ロボット展」開催期間の消費税率が適用されます。
引き上げ時期が変更となった場合、差額を返金いたします。また、出展者セミナー料金も同様となります。

● 会　　　場： 「2019国際ロボット展」内  
特設セミナー会場

● 会 場 概 要：収容人数　100名
 備　　品　 演台、PC、プロジェクター、 

マイク、スクリーン、椅子
●料　　　金：1セッション 100,000円（税別）
● 時　　　間：1セッション 40分以内（質疑応答を含む）

● 募集時間枠：12/18（水）～ 21（土）で 24セッション
●注 意 事 項：
⃝  セミナーの発表企業・団体は、「2019国際ロボット展」の
出展者に限ります。
⃝ 参考資料等は出展者にてご用意ください。
⃝ 聴講料は全て無料とさせていただきます。

● 申込締切： 2019年 6月 28日（金） 
（募集枠に達し次第、締め切りとなります。）

出展者セミナー

● タイムスケジュール
12/18（水）12/19（木）12/20（金）12/21（土）

10:30～ 11:10 A G M S

11:30～ 12:10 B H N T

12:30～ 13:10 C I O U

13:30～ 14:10 D J P V

14:30～ 15:10 E K Q W

15:30～ 16:10 F L R X
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図 1　横列小間

図 4

装飾規則

小間様式●小間様式
＜横列小間＞
●  1小間の寸法は、間口2.97m・奥行2.97mとします。
●  後壁、間仕切、突出し社名板（横45cm×縦30cm）
を設けます。

●  後壁、間仕切は、システムパネル（白色仕上げ）で
設置します。

●  カド小間の場合は、通路側の側壁は設置しません。

＜複列小間および島小間＞
●   小間の面積および間口寸法 奥行寸法は、イラストの 
小間様式を参考にしてください。

●  間仕切、突出し社名板（横 45cm×縦 30cm）を
設けます。

●   間仕切は、システムパネル（白色仕上げ）で設置
します。

●   突出し社名板は、事務局により各小間の装飾完成後
見やすい位置に取り付けます。

●   島小間の位置寸法表示は、床上に見やすい目印を付
けます。

●装飾規則
＜装飾物の高さ制限について＞
小間の装飾物の高さ制限は以下の通りです。
●  横列小間：2.7m以下　※図 1参照 
（通路及び基礎パネルから1mセットバックして 3.6m以下）

●  複列小間：3.6m以下　※図 2参照 
（通路及び基礎パネルから1mセットバックして 4.5m以下） 
（隣接小間から1mの間は 2.7m以下）

●  島小間：3.6m以下　※図 3参照 
（通路から1mセットバックして 4.5m以下）

＜全面壁の規定について＞
　 他社と向かい合う通路側に構造物（壁面）などを
造作する場合、構造物の寸法（幅）は小間寸法の 1/2
以内とします。残る 1/2は見通しのきく構造（ガラス
窓、ルーバー、パラペット、高さ 90cm以下の壁面、
棚など）としてください。
　※図 4参照

●小間位置の決定
小間位置は出展分野、出展規模、出展実績などを勘案し、
事務局にて決定いたします。位置の指定や希望には
応じられませんのでご了承ください。

展示される機器・システムについては、高さ制限は
ありません。

横列小間

高さ制限

全面壁の規制

目印小間割図の寸法による 小間
割図
の寸
法に
よる

複列小間

島小間

図 2　複列小間 図 3　島小間

（4小間以上）

（50小間以上）

間仕切
突出し社名板

5.94
5.94

2.7

9

展示要領

後壁 突出し
社名板

2.7

2.972.97

間仕切
後壁

突出し
社名板

間仕切

2.7

2.97

5.94

［例：1小間の場合］
（W2.97m× D2.97m× H2.7m）
※上記の表示は、芯々の寸法となります
※カーペットはついておりません。

※上記の表示は、芯々の寸法となります
※カーペットはついておりません。

［例：2小間の場合］
（W5.94m× D2.97m× H2.7m）



アイエイアイ
アイシイ
愛知産業
IDEC
　※ IDEC ファクトリー
　　ソリューションズ
アクサ・インベストメント・
マネージャーズ
　※大和証券投資信託委託
アサ電子工業
旭興産
アジリル
アステクノス
アルゴ
アルテック
　※匠
飯塚研究開発機構
　※九州工業大学
　※レイドリクス
イグス
因幡電機産業
イリソ電子工業
イルメジャパン
岩田製作所
International Federation of
Robotics (IFR)
インダストリアル・バリューチェーン・
イニシアティブ（IVI）
ウエノテクニカ
ABB
エクセル
SMC
SK マシナリー
SBC
SUS
エナテック
エヌ・ティー・エス
エヌテック
NPM ハイテクノロジーズ
　※ ELMO Motion Control
　※ Kollmorgen
エヌビディア
エバオン
エプソン販売
　※セイコーエプソン
AUTOMATICA 2018 -
メッセ・ミュンヘン
大田区産業振興協会
沖電線
荻野製作所
小倉クラッチ
OptoForce
オムロン
ORiN 協議会
オリオン機械
　※東日本オリオン
On Robot
格林策巴赫機械（嘉善）
合肥嘉東光学股份
金子コード
川崎重工業
カワダロボティクス
　※グローリー
　※ THK インテックス
　※日立ハイテクノロジーズ
カンタムエレクトロニクス
関東精機
キーエンス
北川工業
木村洋行
キャプテンインダストリーズ
　※ Axelent
　※ Rollon
協立工業
KUKA ロボティクスジャパン
倉敷紡績 技術研究所
グリーネプランニング
クリエイティブテクノロジー
クロイツ
ケーメックス
KH Gears

KMT
経済産業省
ロボット導入実証事業
KEBA Japan
コアレスモータ
工業通信
光進電気工業
甲府精鋲
コスメック
小原歯車工業
コボット
Korea Association of
Robot Industry (KAR)
　※ Gyeonggido

Business & Science
Accelerator (GBSA)

近藤製作所
SATECH
サーボロボ
サワ
サンエテック
三共製作所
三恵工業
三桂製作所
三松
三明機工
三友工業
CKD
シーティーケイ
　※シーティーケイ EAST
　※シーティーケイ WEST
G-HOO
JMACS
Genesis Robotics
シチズンマイクロ
シナノ精密
ジマテック
Shanghai Plutools Automation
シュマルツ
シュンク・ジャパン
自律制御システム研究所
CIROS（中国国際ロボット展示会）
Shenzhen Yuejiang Technology
(DOBOT)
シンフォニーマーケティング
スギノマシン
スキューズ
スター精機 アインツ事業部
　※国盛化学
ストーブリ
Smart Factory+Automation
World 2018 (Coex)
SPINEA
住友重機械工業 PTC 事業部
住友重機械工業
　メカトロニクス事業部
住友理工
西研グラフィックス
西部電機
泉州電業
　※エヌビーエス
ソフトロニクス
　※マイクロサーボ
ソリッドワークス・ジャパン
第一精工
大電
ダイドー
ダイナックス
第 7 回ロボット大賞
ダイヘン
TAIYO
大和電業
台湾パビリオン
　※ ICOP TECHNOLOGY
　※ SF TECHNOLOGY
　※ LEADERG
　※ TAIROA
タツタ
タツタ電線
　※立井電線
　※中国電線工業
WTM
多摩川精機

中国国際工業博覧会ロボット展
　※上海ロボット協会
中国智能製造工業園区
　※ Shanghai ROB

Inteligent Technology
中国服務機器人応用及推広連盟
THK
　※ THK インテックス
DM カードジャパン
デクシス
テクノダイナミックス
テクノハンズ
テクノロジーリンク
Techman Robot
デンソーウェーブ
デンマーク大使館
Doog
ドイツ貿易・投資振興機関 (GTAI)
東京エレクトロンデバイス
東京センサ
東京ロボティクス
東芝インフラシステムズ
東芝機械
トビー・テクノロジー
ナブテスコ
鍋屋バイテック会社
ニコン
日伝
日興アセットマネジメント
ニッセイ
ニッタ
日本精工
日本トムソン
日本ベアリング
日本食品機械工業会
日本鍛圧機械工業会
日本電産シンポ
　※日本電産
　※日本電産サンキョー
日本バイナリー
日本ピスコ
日本物流システム機器協会
日本包装機械工業会
日本マルコ
日本ロボット工業会
野村ユニソン
　※ナンシン機工
パーツサプライセンター
　※ Xiamen Wain Electrical
ハーモニック・ドライブ・
システムズ
ハイウィン
八光オートメーション
　※ SK ソリューション
林製作所
ビー・アンド・プラス
ビー・エル・オートテック
ピアブ・ジャパン
日立金属
平田機工
ひろしま生産技術の会
　※市川物産
　※インタフェース
　※シグマ
　※ダイキョーニシカワ
　※ハイエレコン
　※ヒロテック
　※メカトロデザイン
　※ワイテック
ヒロセ電機
ファナック
Physical Photon
フエスト
福島県双葉町
富士機械製造
不二越
マイセック
豆蔵
三重大学
　※ナベル
三重ロボット外装技術研究所
三木プーリ
ミツトヨ

三菱電機
妙徳
MUJIN
　※ FA プロダクツ
　※オムロン
　※三明
　※三明機工
　※三明電子産業
　※ JET
　※しのはらプレスサービス
　※西部電機
　※トランセンド
　※橋本電機工業
　※ PAL
　※明和 e テック
メトロール
モリタアンドカンパニー
安川電機
ヤマハ発動機
ユーシン精機
YOODS
　※フォークス
豊電子工業
Universal Robots
吉野川電線
ライフロボティクス
Leaderdrive Harmonious
Drive System
リコー
レイデント工業
レニショー
レプトリノ
レンタルのニッケン
　※竹中工務店
ローム
ロボット革命イニシアティブ
協議会 (RRI)
ロボテック
　※ユニパルス
ワコーテック

アペルザ　オートメーション新聞社
SPI エンジニアリング
オービット
オプテックス・エフエー
キヤノンマーケティングジャパン
コスモグラフ
三次元メディア
シーメンス PLM ソフトウェア
　※ NTT データエンジニア
　　リングシステムズ
　※電通国際情報サービス
　※ UT テクノロジー
ジェービーエム
上海愛観視覚科技
　※ Bi2-Vision
セニット・ジャパン
ゼネテック
Solomon Technology
大新技研
富士フイルム
マイクロ・テクニカ
丸紅情報システムズ
UT テクノロジー
LIPS

産業用ロボットゾーン（IR）
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　出展者一覧（前回 2017年） ※印は共同出展者

ロボットシミュレーション &
ビジョンシステムゾーン（IRV）



アールティ
あいちロボット産業クラスター
推進協議会
　※アスカ
　※ケーイーアール
　※バイナス
　※ブイエムシー
　※マクシス エンジニアリング
会津大学
アイティーシー
アイファ電気商会
i-RooBO Network Forum
　※ AIDOR 共同体・大阪市
　※ヴイストン
　※東洋理機工業
　※日本電信電話
　※双葉電子工業
　※マイクロ・ビークル・ラボ
INNOECHO/INNOROBO
インダストリーネットワーク
ImPACT タフ・ロボティクス・
チャレンジ / 科学技術振興機構
H2L
　※川渕機械技術研究所
AMY Robotics
AMED ロボット介護機器開発
補助・導入促進事業
SMFL レンタル
NOK
　※日本メクトロン
FADrone
MIDC (Manufacturing
Innovation Development
Corporation) of Hanbat
University
オーム社
岡野電線
各務原市
　※今仙技術研究所
　※ブイ・アール・テクノセンター
北九州ロボットフォーラム /
北九州産業学術推進機構
　※福岡県ロボット・システム
　　産業振興会議 / ふくおか
　　医療福祉関連機器開発・
　　実証ネットワーク
キヤノンファインテックニスカ
K-power RC Servo Model
Technology
工苑
神戸医療産業都市
　※アワジテック
　※旭光電機
近藤科学
埼玉県
　※コスミックエムイー
　※埼玉県産業技術総合センター
　※生活革命
　※ボーダック
産業技術総合研究所
三和電子機器
SEQSENSE
ジェイテクト
シナノケンシ
Shandong Chuangze
Information & Technology
Shanghai Slamtec
新エネルギー・産業技術総
合開発機構 (NEDO) / World
Robot Summit (WRS)
新興技術研究所
新光電子
スマートロボティクス
　※ EcareLife Technologies
セールス・オンデマンド
セック
創造再生研究所
タカコ
THK
T-D-F
天津経済技術開発区日本事務所

東京都立産業技術研究センター
東京理科大学
　※アサヒサンクリーン
　※イノフィス
　※菊池製作所
東北大学　
田所・昆陽・多田隈研究室
栃木県
　※イーヴァ
　※五百部商事
　※オグラ金属
トピー工業
とやまロボット技術研究会
ネットワーク / 富山県新世紀
産業機構
　※エヌアイシ・オートテック
　※小矢部精機
　※シキノハイテック
　※日本抵抗器グループ /
　　マイクロジェニックス
　※バンテクニカ
トヨタ自動車
長崎県
ニッカリ
日本原子力研究開発機構
楢葉遠隔技術開発センター
日本ユニシス
日本ロボット学会
Next Technology
農林水産省
　※イノフィス
　※宇都宮大学
　※クボタ
　※準天頂衛星システムサービス
　※スキューズ
　※東京大学 / 三陽機器
　※農研機構革新工学
　　センター / 内閣府 SIP
　※パナソニック
　※山梨大学
　※和歌山大学
ハイボット
パナソニック
浜口ウレタン
パンゴリン・ロボット・ジャパン
日立システムズ
福島県
　※アイザック
　※エヌティーエス
　※ FSK
　※キャスト /
　　白河素形材ヴァレー
　※サクラテック
　※ GClue
富士通
　※ユニロボット
北陽電機
Bot3
マイクロスター
マイクロテック・ラボラトリー
マクソンジャパン
マクニカ
マッスル
三重ロボット外装技術研究所
三菱重工業
　※三菱電機特機システム
山下マテリアル
ユカイ工学
U-Chain AI Technology
UFACTORY
リバスト
Leishen Intelligent System
レイトロン
Leju (Shenzhen) Robotics
Rosnes
ロゼッタ
ロボットサービスイニシアチブ 

(RSi)
ロボットスタート
ROBOTIS

アーズ
厚木市
　※厚木市ロボット産業推進
　　協議会
ATSUMO

（あつぎものづくりブランド
プロジェクト）
イクシスリサーチ
エクストコム
小川優機製作所
神奈川県企業誘致促進協議会
神奈川県よろず支援拠点
神奈川県立産業技術総合研究所
神奈川大学
かわさきロボット競技大会
川本重工
コーワテック
さがみはらロボットビジネス協議会
　※永進テクノ
　※ F-Design
　※キャロットシステムズ
　※サーボテクノ
　※さがみはら HSR 社会実装
　　研究会
　※さがみはらロボット導入
　　支援センター
　※ JET
　※メディアプラス
　※ MEMO テクノス
　※ユタカ精工
神峯電子
新陽冷熱工業
　※アサイ・エンジニアリング
杉浦機械設計事務所
大和ハウス工業
ダブル技研
テレビジネス
富士ソフト
ベイサン
VECTOR
　※ベイエリアおもてなし
　　ロボット研究会
マキシマム・テクノロジー
ユーエスディー
横浜電子
ラッキーソフト
リテック
レボックス
ロボットゆうえんち

A・R・P
相模通信工業
テクトレージ
ニイガタ
服部板金工業
藤沢商工会議所 工業部会
　※サイマコーポレーション
　※高井精器
　※日電工業
　※森重製作所
　※モールドテック
よこはまファクトリー

秋田県立大学 齋藤敬研究室
宇都宮大学 尾崎研究室
宇都宮大学 尾崎研究室
　※自治医科大学 川上研究室
金沢工業大学 中沢実研究室
岐阜大学
慶應義塾大学 ハプティクス
研究センター
　※慶應義塾大学 野崎研究室
神戸市立工業高等専門学校
清水研究室
　※ ChiCaRo
芝浦工業大学 ロボティクス

モノづくりパビリオン
withかながわ

RT交流プラザ

コンソーシアム
中央大学 中村研究室
筑波大学 医用生体工学

（星野聖）研究室
　※宇宙航空研究開発機構
　※株式会社クレッセント
　※産業技術総合研究所
　　フィールドロボティクス
　　研究グループ
　※玉川大学 工学部
　　岡田研究室
筑波大学ロボット研究グループ
UTARC
電気通信大学 長井研究室
東海大学 小金澤・甲斐・
坂上研究室
東京工業大学 長谷川修研究室
　※ SOINN
東京大学 IRT 研究機構
東京大学 石川渡辺研究室
豊橋技術科学大学
人間・ロボット共生リサーチ
センター
日本工業大学 樋口研究室
防衛大学校 ロボット工学研究室
山形大学 ソフトマター
ロボティクスコンソーシアム
山形大学 妻木研究室
山梨大学 寺田研究室
山梨大学 野田研究室
横浜国立大学 前田研究室
横浜国立大学・大学院工学
研究院 島研究室
　※県立広島大学・大学院
　　総合学術研究科
立命館大学
ソフトロボティクス研究室
立命館大学 川村研究室
立命館大学
ヒューマノイドシステム研究室
立命館大学
生物知能機械学研究室
早稲田大学 菅野研究室
早稲田大学 岩田浩康研究室
早稲田大学 可部研究室
早稲田大学田中（英）研究室・
広島大学弓削研究室
　※広島大学大学院
　　医歯薬保健学研究院
早稲田大学大学院
松丸隆文研究室

IDEC
井関農機 / 鳥取大学 森本研究室
宇都宮大学 尾崎研究室 /
　アイ・イート
幸和製作所 / RT. ワークス
CYBERDYNE
シルヴァーウィング
セコム
ソフトバンクロボティクス
ファナック
MUJIN
ヤンマー
ルーチェサーチ
レスキューロボットコンテスト 
　実行委員会
ロボティック・バイオロジー・
　インスティテュート / 産業技術
　総合研究所
和歌山大学 / パワーアシスト
　インターナショナル

（五十音順）

「第 7回ロボット大賞」合同展示

かながわロボットイノベーション
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Webサイト： https://biz.nikkan.co.jp/eve/irex/

「２０１９国際ロボット展」事務局  日刊工業新聞社  イベント事業部
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出 展 者 数：612社・団体
出展小間数：2,775小間

　出展規模

　来場者数推移

 開催日 天　候 人数（名）
　11月  29日（水） 　 29,613

　11月  30日（木） 　 34,531

　12月   1日（金） 　 41,035

　12月   2日（土）  25,301

 合　　計  130,480

●海外出展者数
88社 ·団体
252小間
14ヵ国

  来場者アンケート集計結果（調査対象：30,000名）

　来場者数

　出展者数・小間数推移

実績データ（前回：2017年）

※うち海外来場者数　82ヵ国、9,841名

アメリカ、イタリア、ドイツ、フランス、
デンマーク、イスラエル、スイス、
ハンガリー、オーストリア、カナダ、
スロバキア、中国、韓国、台湾
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出展のお申し込み
お 問 い 合 わせ 先 東京ビッグサイト 西・南ホール、

青海展示棟A・Bホール

■主催 : 一般社団法人 日本ロボット工業会、 日刊工業新聞社

2019年
10:00
17:0012月18日 21日（水） （土）

会 期 会 場

ロボットがつなぐ人に優しい社会

出展のご案内出展のご案内


